
 

 

 

 

 
 
〇合唱コンクールを実施しました！ 
１０月２７日（日）、加茂文化会館を会場に、合唱コンクールが開催されました。生徒たちは約２週間、放

課後を使って合唱を仕上げてきました。当日は今まで練習を重ねてきた成果を十分に発揮した素晴らしい合
唱が響き渡りました。審査を務めた川口中学校教頭の吉成恭子先生からは、「素晴らしい合唱コンクールをあ
りがとう！」というお褒めの言葉をいただきました。以下に吉成先生による講評とともに、当日の様子を掲載
します。 

≪開会の挨拶 合唱コンクール実行委員長≫ 
今日は待ちに待った合唱コンクールです。今日のこの日のために、指揮者、伴

奏者の皆さんは夏休み前から、そしてそれぞれの学級学年でも休み時間や放課後
の時間を使いながらたくさんの練習を重ねてきました。今日はその集大成の一日
です。その成果を発表できるのはたった１回。泣いても笑っても１回きりのチャ
ンスです。今日の発表に今までの練習の成果を発揮し、このホールに素晴らしい
歌声を響かせましょう。 
今年の合唱コンクールのスローガンは「楽咲～思いをのせて～」です。スロー

ガンに込められた３つの願い、みんなが「楽」しく、合唱の花・笑顔の花が「咲」き、曲に込められた思いを
観客の皆さんに届け、心に響く合唱コンクールにしていきましょう。 
最後に、保護者の皆様、地域の皆様、審査員の吉成先生、本日は私達の合唱コンクールにご来場いただき、

ありがとうございます。仲間とともに歌う最高の合唱をどうぞお聴きください。 
 

 
≪１年１組 地球星歌～笑顔のために～≫ 
第一声の「この」が、はっきりと聞こえたので、とても印象のよい合唱になり
ました。パートで歌声がよくまとまっていました。きっとたくさんパート練習し
たのでしょうね。6/8 拍子の流れにのって自然に体が動く様子も音楽に身を委ね
ているようで好感がもてました。この曲のテノールは中１男子にとっては低くて
難しいのですが、音程をよくコントロールしていました。女声パートも明るい発
音、発声で素晴らしいです。 
 
≪１年２組 時を越えて≫ 
出だしのユニゾンからサビの盛り上がりと、とてもドラマチックな表現になり
ました。音楽性あふれる指揮が合唱をリードしていたと思います。各パートの音
程がよく、ハーモニーも調和していました。男声パートの中には変声中で声を出
しにくかったり音をとりにくかったりする人もいたでしょうが、きっと、あたた
かなクラスの人間関係の中で練習が進められていたと予想します。皆さんの音楽
には人間性が表現されていました。 
 
≪１学年合唱 マイバラード≫ 
１年生の皆さんは、①正しい音程で歌うこと、②歌詞を解釈してそれをメッセ
ージとして発信すること、が当たり前のこととしてあるのだと思います。それを
歌声に載せて表現するために、声の音色をもっともっと工夫して練り上げていく
ことです。一人一人の歌声が尊重される人間関係を大切に、これからの音楽の授
業、学校生活を充実させてください。 
 

 
 
≪２年１組 明日へ≫ 
この曲の明るく前向きなよさが、皆さんの力強い歌声からもよく伝わってきま

した。Ｂで男声パートが少し自信なさそうな音量になったのが残念に思いました。
音程よく歌えている仲間に寄り添って、歌声を合わせるようにしてみてください。
ソプラノとアルトのハーモニーが調和していて、とても心地よかったです。アルト
の音程、素晴らしいです。ソプラノは男子と女子の声が混ざり合って一体感のある
高音の響き、１年生のお手本です。 
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≪２年２組 心の瞳≫ 
出だしの女声パート、透明感のある歌声で美しいメロディを歌い上げていたの

で、皆さんの世界に引き込まれました。安定したテンポの中で曲のよさを表現する
のはとても難しいのですが、クラス合唱でそれをやり遂げた皆さんは素晴らしい
です。１年生との格の違いを実感しました。 
 
≪２学年合唱 時の旅人≫ 
どのパートも歌声がよくまとまっていて、安心感、そして迫力のある合唱に仕上

がっていました。男声パートの中にはテノールよりバスの音域の方が歌いやすい
という人もいるようですね。だけれども、自分の体幹をつかって発音すれば、たい
ていの曲は歌えるようになります。自信を持ってください！２年生の仲間として
心の絆を証明するのはこれからの生徒会役員選挙以降、「加茂中の顔」として加茂
中の看板を背負ってからだと思います。皆さんの更なる成長が今から楽しみです。
影ながら応援しています。 
 

≪３年１組 手紙～拝啓 十五の君へ～≫ 
とても感動的な合唱に仕上がっていました。ピアノが 16 分音符のアルペジオであ
りながら、♩＝64 とゆったりとした流れで、その中で変化を生かしたり表現したりす
るのはとても難しいですよね。Nコン課題曲への挑戦に敬意を表します。 
 
≪３年２組 遥か≫ 
曲のキメどころをよく理解して、感動的な合唱に仕上げていました。「母の愛」「母
の涙」これを聞いて、皆さんのお母様は感動したことと思います。ソプラノ、アルト
の透明感ある歌声とハーモニーは、１・２年生のお手本でした！ 
 

≪３学年合唱 流浪の民≫ 
混声四部合唱で立派に歌い上げていました。ソロの皆さんはとても堂々
としていました。ソプラノの響きはお手本です。アルト、素晴らしいです
よ。地声を使わずに歌い上げていましたね。テノールの２人は、あの高い
音を出していてすごいですよ。バスも王様のような威厳のある歌声で中学
生とは思えない安定感でした。３年間の中で最も心の琴線にふれる合唱で
した。ありがとうございました。卒業までの４か月、後輩に残せるものは
まだまだたくさんあるはず。有終の美を目指して頑張ってください。 

 
≪閉会の挨拶 合唱コンクール副実行委員長≫ 
皆さん、お疲れ様でした。練習してきた成果を発揮することができましたか。

今年は例年に比べ、練習できる時間が少なく、限られた時間の中で合唱を作り上
げていかなければなりませんでした。歌を歌うのが得意な人や苦手意識を持って
いる人など色んな人がいます。合唱の練習に入る前に、クラス内の合唱コンクー
ルに対する思いにまとまりがなかったこともあると思います。ですが、授業中だ
けではなく、昼休みや放課後の時間を使い、練習を重ねるごとに合唱の完成度に
加え、クラスや学年内での団結力も高まっていったのではないでしょうか。今回
の合唱コンクールを通して学んだクラス・学年・全校で同じ目標を持って活動し
ていくという姿勢をこれからも大切にしていきましょう。 

 

〇新体操部が加茂市スポーツ協会から表彰 
されました 

 新体操部の今年度の活躍（県総体団体戦２位、北信越大会出場）が認めら
れ、加茂市スポーツ協会から表彰されました。新体操部は、夕方や週末に勤
労者体育センター等を使って練習したり、遠征したりすることで実力をつけ
てきました。おめでとうございます。これからの活躍にも、期待しています！ 

 

 

◇１１月の予定◇ 
１１月 ６日 (水) 第２テスト（～７日） ２５日 （月） いじめ見逃しゼロスクール集会 

１５日 (金) 進路説明会 １９日 (火) 学校サポート委員会 

１１日 (月) 全校道徳 ２９日 (金) 全学年学習の確認テスト 

２２日 （金） 芸術鑑賞会    

 


